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「三田学会雑誌」88巻 4 号 （1996年 1 月）

読 書 案 内

経済学とその歴史の理解のために

飯 田 裕 康

まずあげておかねばならないものにシュンペーター『経済分析の歴史』（東畑精一訳，全 7冊岩波 

書店）がある。1954年に刊行された本書は，シュンペータ一自身による決定稿ではないが，今日に 

おいても経済学史の基本文献としてその生命を維持しつづけている。本書の特徴は何より著者が一 

貫して経済分析の歴史に視座を限定し，それを核に縦横に議論を展開し，経済学の歴史にあらわれ 

る興味深い多くのトピックを読者に提供していることである。経済学史の面白さを知ろうとするの 

に，本書をまずすすめたい。引用や言及される文献にかんする書誌的な考察も厳密である。

いわゆる近代経済学がどのような歴史を経て何を問題としようとしてきたかについて批判的に考 

察したものとして，森嶋通夫『思想としての近代経済学』 （岩波新書）がある。著者にとって近代 

経済学とは単に新古典派理論を指すだけではなく，古典派やマルクスを経てそれらを克服しようと 

した思考の全体を指している。 とりわけ著者が経済学史の本道よりは，異端的な理論家や思想家を 

重視する姿勢に本書の大きな特徴がある。同じ著者によるマルクス論『マルクスの経済学』（高須 

賀義博訳，東洋経済新報社）にも，著者の率直で真摯な経済学への姿勢が読みとれる。

経済学史を自己の理論体系の構築に積極的に応用した巨人的思想家の一人が，カール.マルクス 

である。か れの『資本論』（新日本出版社，全13冊）はまさに経済学史研究の成果であるといって過 

言ではない。批判の前に厳密なテキストの検討を心がける。この点でマルクスの右に出るものはな 

いであろう。今日マルクスについては実に多様な評価が行われている。一思想家の人間像がこれほ 

どまでにあからさまにされる時代もない。われわれはまことにしあわせな時代に生きている。この 

ようなときに広 松 渉 『今マルクスを読み返す』 （講談社現代新書）によって硬質で揺るぎないマル 

クスの思想像と格闘してみてはどうだろう。あるいは的場昭弘『卜リーアのマルクス』（未来社） 

のような社会史的な緻密な実証研究の成果に触れることで，マルクス研究のフロンティア一をかい

座談会「経済学，何を学ぶか」と関連して，各分野についての学部学生のための読書案内を本号に掲載 

します。（三田学会雑誌編集委員会）
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まみることができよう。

歴史とは現代と過去との対話であることを強調したのはイギリスの歴史家E . H .カ ー の 『歴史と 

は何か』（岩波新書）である。最近筆者は、カーのこの考え方に通じる現代と過去との実に真面目 

な対話を実現しようとする著作に接して感動した。渓 内 譲 『現代史を学ぶ』 （岩波新書）がそれ 

である。著者はソ連経済史の専門家であるが，研究対象自体の大きな変動をしっかりと受けとめ， 

歴史家の心すべきことを率直に語っている。政治に翻弄される社会科学や歴史学の問題性を本書ほ 

ど鋭くついたものはないように思う。1990年以降の世界史的状況の激変のなかで，何を心に据えて 

研究対象と取り組むべきなのか，われわれに突きつけられる問題はあまりにも大きい。このような 

ときに，まじめに歴史を考える姿勢を本書は遺憾なく教えてくれる。論理的な解析能力がますます 

その比重を高める最近の経済学の対極に，過 去 の 「事実」の掘りおこしから現代を見据えようとす 

る着実な歴史研究があり，これら両極は決してバラバラなものでないこと，メダルの両面であるこ 

とを，こころに留めてほしい。

最後に，われわれはしっかりこの大地の上に立つ。すべての出発点はここにある。このことを地 

球環境を振り返ることで再確認しよう。世界史の舞台の現況を考えるために石 弘 之 『地球環境報 

告』（岩波新書）を小さな第一歩としたい。

(経済学部教授）
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